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知
事
と
み
ん
な
の

愛え

顔が
お

で
ト
ー
ク
！

◆
総
務
課
か
ら

四
国
西
南
地
域
の
高
速
道
路
整
備
に
向
け
て
！

◆
建
設
課
か
ら

宇
和
島
圏
域
観
光
振
興
イ
ベ
ン

ト
企
画
案
を
募
集
し
ま
す
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
地
元
選

出
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
本
町

を
は
じ
め
宇
和
島
圏
域
・
高
知
県
幡

多
圏
域
の
10
市
町
村
の
首
長
及
び
議

長
、
商
工
会
、
商
工
会
議
所
や
青
年

会
議
所
な
ど
の
関
係
者
で
構
成
す
る

「
四
国
西
南
地
域
道
路
整
備
促
進
協

議
会(

会
長 

清
水
愛
南
町
長)

」
の
平

成
23
年
度
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
町
長
が
、
「
四
国
横
断
自
動

車
道 

西
予
宇
和
IC
〜
宇
和
島
北
IC

の
間
が
平
成
23
年
度
末
の
開
通
予

定
、
ま
た
高
規
格
幹
線
道
路 

津
島

高
田
IC
〜
岩
松
ま
で
の
3.5
㎞
の
区
間

は
、平
成
26
年
度
末
の
完
成
を
め
ざ
し

て
整
備
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。本

協
議
会
の
最
重
点
事
項
で
あ
る
四
国

西
南
地
域
の
高
規
格
道
路
に
お
い
て

も
『
真
に
必
要
な
道
路
・
命
の
道
』

と
し
て
、
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
期
整
備
に
関
す
る
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
県
境

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
宇
和
島

圏
域
４
市
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
産
業

振
興
な
ど
に
携
わ
る
住
民
約
20
名
と
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付
近
の
国
道
56
号
一
本
松
視
距
改
良

事
業
延
伸
の
要
望
も
続
け
て
い
き
た

い
。」
と
開
会
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
23
年
度
事
業
計

画
と
し
て
「
四
国
西
南
地
域
道
路
整

備
に
関
す
る
要
望
活
動
や
四
国
西
南

地
域
道
路
整
備
促
進
に
関
す
る
啓
発

活
動
を
行
う
こ
と
」
な
ど
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

ま
た
同
会
に
先
立
ち
、
「
国
道
56

号
一
本
松
・
宇
和
島
間
整
備
促
進
協

議
会
」
の
総
会
が
あ
り
、
国
道
56
号

一
本
松
・
宇

和
島
間
の
道

路
整
備
促
進

要
望
、
道
路

整
備
促
進
に

必

要

な

調

査
・
研
究
、
啓

発
活
動
を
行

う
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
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中
村
時と

き

広ひ
ろ

知
事
が
対
話
す
る
「
知
事

と
み
ん
な
の
愛え

顔が
お

で
ト
ー
ク
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
ま
ず
中
村
知
事
が
県
政

の
方
針
や
南
予
活
性
化
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
を
述
べ
、
意
見
交
換
で
は

学
校
の
統
廃
合
、
鳥
獣
害
対
策
、
商

店
街
の
活
性
化
、
特
産
品
の
販
路
拡

大
な
ど
多
彩
な
テ
ー
マ
で
対
話
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
愛
南
町
か
ら
は
兵
頭

朝あ
さ

美み

さ
ん
が
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
か
ら
大
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
高

速
道
路
の
愛
南
町
延
伸
を
訴
え
、
中

村
知
事
は
命
の
道
と
し
て
整
備
の
遅

れ
を
取
り
戻
す
主
張
を
国
に
し
て
い

き
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

　

愛
南
町
で
は
、
平
成
23
年
度
末
に

予
定
さ
れ
て
い
る
高
速
道
路
の
宇
和

島
延
伸
に
合
わ
せ
て
、
宇
和
島
圏
域

は
も
と
よ
り
南
予
全
域
の
観
光
振
興

と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
町

民
の
皆
様
が
主
体
と
な
っ
た
観
光
振

興
イ
ベ
ン
ト
を
平
成
24
年
度
に
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
地
域
の
皆
様
か
ら

地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
企
画
・

自
主
企
画
案
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は
愛
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
７
月
15
日（
金
）ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ

　

商
工
観
光
課（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）



p7

健
康
・
生
き
い
き
・
ai
プ
ラ
ン

推
進
大
会
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

豊
穣
を
願
っ
て
！

新に
い

嘗な
め

祭さ
い

献け
ん

穀こ
く

粟あ
わ

播は

種し
ゅ

式し
き

！

◆
農
林
課
か
ら

森
林
の
伐
採
に
は

届
出
が
必
要
で
す
！

◆
農
林
課
か
ら
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緑
地
区

で
、
農
業

関
係
者
な

ど
約
40
名

が
出
席
し

て
「
新
嘗

祭
献
穀
粟

播
種
式
」

が
、
厳
か

に
執
り
行

わ
れ
ま
し

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
す
べ
て
の
人
々
の
健
康

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
御
荘
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
「
第
３
回
健
康
・
生
き
い

き
・
ai
プ
ラ
ン
推
進
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
平
成
19

年
度
に
策
定
さ
れ
た
健
康
増
進
計

画
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
場
と
し

て
、
２
年
に
１
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

３
回
目
と
な
る
本
大
会
で
は
、

「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
歯
と
口

の
健
康
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
保

健
福
祉
課
で
の
歯
科
保
健
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
報
告
の
ほ
か
、
「
健

康
で
楽
し
く
食
べ
る
た
め
に
」
と
題

し
た
あ
さ
う
み
歯
科
医
院
の
浅
海
裕ひ

ろ

紀き

院
長
の
講
演
、
池
田
歯
科
医
院
の

池
田
敬た
か

洋ひ
ろ

院
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
「
健
康
な
歯
で
い
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
も
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｋ
Ｇ
25（
あ
い
な
ん
健
康

劇
団
）に
よ
る
健
康
劇
「
地
域
み
ん

な
で 

え
え
歯
を
め
ざ
そ
う
!!
」
、
御

荘
保
育
所
園
児
た
ち
に
よ
る
食
育
ダ

ン
ス
も
披

露
さ
れ
、

手
づ
く
り

の
楽
し
い

大
会
と
な

り
ま
し
た
。
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た
。新
嘗
祭
は
、全
国
か
ら
奉
献
さ
れ
た

新
穀
を
、天
皇
が
神
々
に
供
え
て
そ
の

年
の
収
穫
を
感
謝
す
る
重
要
な
宮
中
行

事
で
、毎
年
11
月
23
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
新
嘗
祭
に
献
穀
す
る
粟
の

奉
耕
者
に
選
ば
れ
た
の
は
緑
地
区
の

孝
野
覚か

く

也や

さ
ん
で
、
孝
野
さ
ん
が
所

有
す
る
約
１
ア
ー
ル
の
畑
が
し
め
縄

で
囲
ま
れ
、
献け

ん

穀こ
く

圃ほ

と
な
り
ま
し
た
。

　

播
種
式
で
は
、
宮
司
か
ら
授
け
ら

れ
た
粟
の
種
子
を
白

は
く
ち
ょ
う

張（
平
安
時
代

の
衣
装
、
狩か

り

衣ぎ
ぬ

の
一
種
）を
身
に
ま

と
っ
た
孝
野
さ
ん
自
ら
が
献
穀
圃
に

ま
い
て
、収
穫
の
秋
に
素
晴
ら
し
い
実

り
が
得
ら
れ
る
よ
う
祈
り
ま
し
た
。

　

「
自
分
の
山
の
木
な
ら
自
由
に

伐
っ
て
い
い
」
と
思
っ
て
い
る
森
林

所
有
者
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

ん
か
？
た
と
え
自
分
の
山
で
も
森
林

を
伐
採
す
る
と
き
は
、
事
前
に
届
出

を
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
森
林
の
働
き
を
損
な
う
こ

と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
町
内
の
森
林

資
源
を
把
握
す
る
目
的
か
ら
、
愛
南

町
で
は
森
林
整
備
計
画
を
策
定
し
て

い
ま
す
。
届
出
を
し
な
い
場
合
や
、

変
更
命
令
、
遵
守
命
令
に
従
わ
な
い

場
合
に
は
、
罰
則
が
あ
る
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

届
出
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
農
林

課
（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）
ま
で
問
合

せ
く
だ
さ
い
。
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「
愛
南
町
の
考
古
・
歴
史
を
学

ぶ
」生
涯
学
習
講
座
開
催
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

む
し
歯
０
本
、

　
　
　

お
め
で
と
う
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

日
時
・
講
座
内
容

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
料

　

参
加
無
料
で
す
が
、
事
前
の
申
込

み
が
必
要
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

日　

時

講
義
内
容

講　

師

７
月
30
日（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

愛
媛
近
代
化
遺
産

　

建
造
物
か
ら
み
る
愛
南
の
歴
史

　

―
愛
南
の
登
録
有
形
文
化
財
を
題
材
に
―

え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

主
任
調
査
員　

岡
崎　

直な
お

司じ

９
月
３
日（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

え
ひ
め
地
域
学
出
前
講
座

　

古
文
書
・
記
録
か
ら
わ
か
る
愛
南
の
あ
り
さ
ま

愛
媛
県
教
育
委
員
会

研
究
科
科
長　

柚
山　

俊と
し

夫お

10
月
１
日（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

埋
蔵
文
化
財
企
画
展
関
連
講
座

　

愛
南
で
く
ら
し
た
古
代
の
人
々

　

―
平
城
貝
塚
を
中
心
に
―

㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

主
任
調
査
員　

多
田　
　

仁じ
ん

12
月
10
日（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

宇
和
島
藩
の
海
防
策
と
愛
南

　

―
伊
達
宗
城
の
治
世
を
中
心
に
―

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

学
芸
課
長　

藤
田　

  

正
た
だ
し

※
日
程
・
講
義
内
容
に
関
し
て
は
、
講
師
の
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
７
〜
18
年
度
に
生
ま
れ
た
方

は
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
が
不
十

分
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
平
成
13
〜
18
年
度
生
ま

れ
の
お
子
様
は
、
１
期
接
種
が
終

わ
っ
て
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
７
年
６
月
１
日
〜
平
成
19
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
、１
期
・
２
期
の
接
種

が
終
わ
っ
て
な
い
お
子
様
は
、20
歳
に

な
る
ま
で
の
間
、接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、母
子
健
康
手
帳
を
確

認
し
て
、予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
接
種
券
と
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

し
、
病
院
で
受
け
ま
し
ょ
う
。
接
種

料
金
は
全
額
公
費
補
助
し
て
い
ま
す
。

※
病
院
へ
の
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

１
期
接
種

２
期
接
種

接
種
回
数

通
常
は
３
歳
で
２
回
、
４
歳
で
１
回

通
常
は
９
歳
で
１
回

接
種
券

接
種
券（
予
防
接
種
手
帳
）を
発
行
し
て

い
ま
す
。
お
手
元
に
な
い
場
合
は
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
再
発
行
し
ま
す
。

接
種
券
を
発
行
し
て
い
ま
せ

ん
。
接
種
を
希
望
す
る
場
合

は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
５
歳
児
歯
科
健
診

で
、
む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子

さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
実
施
し
た
５
歳
児
健
診

で
は
26
名
の
受
診
者
の
中
で
５
名

の
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

 

本　

多　

美み　

結ゆ 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲
）

 

高　

橋　

和か
ず　

真ま 

く
ん（
城
辺
甲
）

 

松　

本　

直な
お　

明あ
き 

く
ん（
一
本
松
）

 

岡　

原　

未み　

旺お 

ち
ゃ
ん（
広　

見
）

 

越
智
田　

賢け
ん　

汰た 

く
ん（
久　

家
）
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医療費助成制度についてお知らせします！
◆町民課から

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
教
室

の
お
知
ら
せ
！

◆
内
海
支
所
か
ら

重度心身障害者医療費助成制度 母子家庭医療費助成制度

内容
重度心身障害者が医療機関で受診した場合、
医療費の自己負担分を助成する制度です。

母子家庭の方が医療機関で受診した場合、
医療費の自己負担分を助成する制度です。

対象

①身体障害者手帳１級・２級の交付を受け
ている方
②療育手帳Ａ級の交付を受けている方
③身体障害者手帳３級～６級に該当し、療
育手帳Ｂ級（医）の交付を受けている方

①母子家庭の母及び20歳未満の子ども
②母子家庭の20歳以上の子で大学等に在
学中の方
③準母子家庭（祖母と孫、姉と弟妹）
①～③の対象のうち子どもの生計を維持してい

ること、母親に所得税が課税されていないこと

が条件です。

※前年の所得に対し所得税が課税されている場

合は該当しません。課税されていない場合は該

当となり新たに申請が必要になります。収入に

増減があった方はご注意ください。

申請に必
要なもの

健康保険証・印鑑・身体障害者手帳又は療
育手帳

健康保険証・印鑑、
転入の場合は前住所地の課税証明書
子が20歳以上の場合は在学証明書

病院にか
かるとき

健康保険証と重度心身障害者医療費受給者
証を提示してください。
※愛媛県外の病院にかかるときは、事務手続き

が異なります。

健康保険証と母子家庭医療費受給者証を提
示してください。
※愛媛県外の病院にかかるときは、事務手続き

が異なります。

届出が必
要なとき

・加入している保険に変更があったとき
・住所や氏名が変わったとき
・助成対象者が亡くなられたとき、転出す
るとき
・障害認定等級の変更があったとき
・更新手続きのとき（更新手続きが必要な
方には個別に更新申請書を郵送しています
ので、更新手続きをしてください）

・加入している保険に変更があったとき
・住所や氏名が変わったとき
・助成対象者が亡くなられたとき、転出す
るとき
・子どもが20歳に達したとき（学生を除く）
・20歳以上の学生が卒業や退学をしたとき
・扶養している子どもが就職等により自立
したとき
・母子家庭でなくなったとき
・更新手続きのとき（更新手続きが必要な
方には個別に更新申請書を郵送しています
ので、更新手続きをしてください）

問合せ　町民課（℡７２－７３００）

日
時　

７
月
23
日（
土
）、
８
月
６
日

（
土
）９
時
30
分
〜
16
時
30
分

定
員　

各
回
と

も
20
名
（
定
員

に
な
り
次
第
締

切
り
ま
す
）

対
象
者　

中
学

生
以
上
（
未
経

験
者
可
）

※
た
だ
し
、
小

学
４
〜
６
年
生

は
保
護
者
同
伴

で
参
加
可

参
加
料　

１
名
３
，４
０
０
円

　
　
　
　

（
団
体
割
引
あ
り
）

内
容　

海
の
生
き
物
教
室
、
ス
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
講
習
、
フ
リ
ー
ス
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ

申
込
み
・
問
合
せ　

申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
須
ノ
川
公
園
管
理
事
務

所（
℡
８
５
―

０
２
０
０
）
又
は
内
海

支
所（
℡
８
５
―

０
３
１
１
）ま
で
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
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城
辺
高
齢
者
共
同
住
宅
・
西
海

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

入
居
者
募
集
に
つ
い
て
！

◆
高
齢
者
支
援
課
か
ら

人
形
劇「
じ
ご
く
の
そ
う
べ
え
」

の
お
知
ら
せ
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

　

65
才
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

又
は
夫
婦
の
み
の
世
帯
で
、
生
活
に

不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
に
安
心

し
て
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
現
在
、
空
室
の
２
施
設
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の

見
学
を
希
望
の
方
は
、
次
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間

　

７
月
１
日（
金
）〜
７
月
29
日（
金
）

施設の概要

城辺高齢者共同住宅
西海高齢者生活

福祉センター

入居者

募集数

１人世帯用　２名 １人世帯用　２名

夫婦世帯用　１組

入居費用

及び使用料

月額15,000円 月額3,000円から（入居

者の年間収入額から算

定）

※単身者が夫婦部屋に

入居の場合は、30％の

増額

敷金
２か月分の使用料に相

当する額

３か月分の使用料に相

当する額

個人負担
食事費用、電気料実費

負担

食事費用、電気料実費

負担

申込み・

問合せ

高齢者支援課

(℡72－7325)

又は各支所

高齢者支援課

(℡72－7325)

西海支所

(℡82－1111)

　

「『
め
ん
ど
く
さ
い
、
お
ま
え
ら

地
獄
行
き
じ
ゃ
』
と
、
え
ん
ま
大

王
の
一
言
で
地
獄
送
り
に
な
っ
た

軽
業
師
の
そ
う
べ
え
と
仲
間
た

ち
。
針
地
獄
に
釜
ゆ
で
地
獄
、
地

獄
の
責
め
苦
に
四
人
の
仲
間
は
得

意
の
芸
で
立
ち
向
か
い
、
え
ん
ま

大
王
も
真
っ
青
の
活
躍
で
、
地
獄

の
中
は
上
を
下
へ
の
大
騒
ぎ
、
は

て
さ
て
そ
の
運
命
は
…
」

　

愛
南
町
に
お
住
ま
い
の
小
学
生
ま

で
の
児
童
を
対
象
に
、
人
形
劇
団
ポ

ポ
ロ
に
よ
る
人
形
劇
「
じ
ご
く
の
そ

う
べ
え
」
を
上
演
し
ま
す
。
夏
休
み

の
ひ
と
時
を
、
コ
ミ
カ
ル
な
人
形
劇

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

　

８
月
７
日（
日
）14
時
か
ら

　

（
開
場
13
時
30
分 

上
演
時
間
85
分
）

場
所

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル

※
入
場
料
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

が
必
要
で
す
。

問
合
せ

　

生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

※
募
集
期
間
内
に
応
募
が
な
い
場
合

は
、
定
員
に
達
す
る
ま
で
随
時
受
付

し
ま
す
。

問
合
せ

　

高
齢
者
支
援
課

（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）
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農
学
部
の
学
生
や
大
学
院
生

も
活
動
し
て
い
ま
す
！

◆
愛
大
南
水
研
か
ら

い
ち
ご
の
里　

相
談
支
援
事

業
の
ご
案
内
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

先
月
号
で
は
、
海
洋
生
産
科
学
特

別
コ
ー
ス
（
海
特
コ
ー
ス
）
の
学
生

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
南
水

研
に
は
愛
媛
大
学
農
学
部
の
学
生
や

大
学
院
生
も
所
属
し
、
愛
南
町
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
博
士
課
程

の
大
学
院
生
２
名
、
修
士
課
程
の
大

学
院
生
３
名
、
農
学
部
４
回
生
２
名

が
、
生
命
科
学
や
環
境
科
学
に
関
す

る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

学
生
紹
介

４
回
生　

坂
本　

創そ
う

太た

郎ろ
う

　

ク
ル
マ
エ
ビ
の
免
疫
力
を
高
め
る

飼
料
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
い
つ
か

後列左から福嶋さん、田中さん、樋口さん、坂本さん

前列左から吉田さん、サンディップさん、草野さん

セ
ミ
エ
ビ
を
養
殖
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

４
回
生　

草
野　

希き

え枝

　

魚
の
成
長
に
効
果
的
な
飼
料
成
分

の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。 

修
士
１
回
生　

吉
田　

祥
し
ょ
う
い
ち一

　

真
珠
形
成
に
関
わ
る
遺
伝
子
を
調

べ
、
そ
れ
ら
と
真
珠
の
質
と
の
相
関

性
を
み
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
耐
病
性
に
関
す
る
遺
伝
子
を
見

つ
け
、
そ
れ
を
基
に
病
気
に
強
い
ア

コ
ヤ
ガ
イ
を
育
種
し
て
い
く
予
定
で

す
。  

修
士
２
回
生　

田
中　

真ま

誠こ
と

　

愛
南
町
は
カ
ツ
オ
の
水
揚
量
が
四

国
一
。
ま
き
餌
に
使
わ
れ
る
生
き
た

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
一
本
釣
漁
業
の

生
命
線
で
す
。
し
か
し
、
近
年
で
は

年
間
を
通
し
て
安
定
的
な
確
保
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
「
カ
ツ

オ
の
水
揚
量
の
安
定
化
を
目
指
し

た
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
養
殖
技
術
の

開
発
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い

ま
す
。  

修
士
２
回
生　

福
嶋　

瑛え
い

　

私
の
研
究
内
容
は
、
既
存
の
ア
コ

ヤ
ガ
イ
真
珠
養
殖
の
技
術
を
活
か

し
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
を
母
貝
と
し
て
用

い
て
、
マ
ベ
な
ど
他
種
の
貝
の
特
徴

を
持
つ
新
た
な
高
付
加
価
値
真
珠
を

作
製
す
る
こ
と
で
す
。 

博
士
２
回
生

　

サ
ン
デ
ィ
ッ
プ•

バ
ッ
タ

　

ネ
パ
ー
ル
か
ら
の
留
学
生
で
す
。

２
０
０
７
年
の
秋
に
日
本
に
来
ま
し

た
。
現
在
は
、
妻
の
シ
ャ
ミ
ア
と
一

緒
に
船
越
に
住
ん
で
い
ま
す
。
テ
ィ

ラ
ピ
ア
を
用
い
て
、
成
長
と
成
熟
の

関
係
を
調
べ
て
い
ま
す
。   

博
士
３
回
生　

樋
口　

理ま
さ

人と

　

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
を
実
験
魚
に
、
魚

で
の
タ
ウ
リ
ン
の
生
理
学
的
機
能
に

つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。

　

知
的
障
害
者
更
生
施
設
「
い
ち
ご

の
里
」
で
は
、
障
が
い
者（
児
）の
方

の
生
活
に
対
す
る
相
談
に
応
じ
る

「
相
談
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
毎
日
の
生
活
を
送
る
中
で
起

こ
っ
て
く
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
事
な

ど
に
つ
い
て
、
専
門
相
談
員
が
一
緒

に
考
え
ま
す
。
相
談
の
内
容
を
お

聞
き
し
た
上
で
、
利
用
が
可
能
で
あ

る
機
関
の
紹
介
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

お
手
伝
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
代
行

な
ど
も
行
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
ご
利
用
は
何
回
で
も
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
各
種
サ
ー

ビ
ス
や
支
援
の
内
容
に
よ
っ
て
は
費

用
負
担
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
合
せ

　

知
的
障
害
者
更
生
施
設

　

「
い
ち
ご
の
里
」

（
℡
８
４
―

３
３
４
６
）
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宇
和
島
地
区
広
域

事
務
組
合
職
員
募
集
！

◆
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
か
ら

浄
化
槽
に
関
す
る
実
態
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

◆
環
境
衛
生
課
か
ら浄化槽設置促進事業調査員証

株式会社愛南SPC

調査員 氏名 ○　○　○　○

平成23年○月○日　　発行

平成24年○月○日まで有効

「
街
道
灯
籠
祭
り
」の

ご
案
内
！

採
用
年
月
日（
予
定
）

　

平
成
23
年
10
月
１
日
以
降 

※
採
用
当
初
は
、
南
宇
和
郡
内
に
所

在
す
る
広
域
事
務
組
合
の
施
設
に
な

り
ま
す
。

受
付
期
間　

６
月
20
日（
月
）〜
７
月

13
日（
水
）

※
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
必
着

受
験
手
続　

志
願
表
及
び
資
格
証
の

写
し
を
執
務
時
間
内
に
広
域
事
務
組

合
管
理
課
人
事
係
に
提
出

※
志
願
表
・
試
験
案
内
は
、
広
域
事

務
組
合
管
理
課
、
広
域
事
務
組
合
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
交
付
し
ま

す
。
ま
たhttp://w

w
w
.nanpu.o

r.jp/

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
・
問
合
せ

　

〒
７
９
８
―

８
６
０
１
宇
和
島
市

曙
町
１
番
地　

宇
和
島
地
区
広
域
事

務
組
合
管
理
課
人
事
係

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
６
４
）

職
種
・
採
用
予
定
人
員
等

募
集
職
種

区
分

人
員

職
務
内
容

受
験
資
格

看
護
職
員

中
級

４
名

福
祉
施
設
の
看

護
業
務
に
従
事

※
夜
間
勤
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。

①
昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、

看
護
師
又
は
准
看
護
師
資
格
を
持
つ
方

②
日
本
の
国
籍
を
持
つ
方

③
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
25
年
法
律
第

２
６
１
号
）
第
16
条
各
号
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
方

試
験
日
程
等

試
験

日　

時

内　

容

場　

所

合
格
発
表

１
次

７
月
31
日（
日
）

①
看
護
師
適
性
検
査

②
作
文
試
験

宇
和
島
市
役
所

８
月
中
旬

２
次

８
月
下
旬

※
１
次
合
格
者
の
み

①
個
別
面
接
試
験

②
身
体
検
査
（
健
康
診

断
表
の
提
出
に
よ
る
）

宇
和
島
市
役
所

９
月
上
旬

　

町
内
の

浄
化
槽
の

設
置
状
況

等
を
確
認

す
る
た
め
、

そ
の
業
務

を
㈱
愛
南

Ｓ
Ｐ
Ｃ
に

委
託
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
調

査
は
次
の
内
容
に
つ
い
て
、
調
査
員

証
を
持
っ
た
調
査
員
が
戸
別
に
訪
問

し
て
調
査
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
機
関

　

㈱
愛
南
Ｓ
Ｐ
Ｃ

　

愛
南
町
城
辺
甲
１
５
４
番
地

（
℡
７
２
―

２
０
８
８
）

調
査
内
容　

浄
化
槽
の
有
無
、
排
水

施
設
の
使
用
状
況
等

調
査
期
間

　

平
成
24
年
２
月
ま
で

調
査
員
証

　

調
査
員
は
証
明
書
を
携
行
し
て
い

ま
す
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

　

㈱
愛
南
Ｓ
Ｐ
Ｃ

（
℡
７
２
―

２
０
８
８
）

開
催
日
時

「
酒
蔵
の
道
を
ゆ
く
」７
月
16
日（
土
）

場
所　

蓮
乗
寺
川
・
小
西
酒
造
周
辺

（
宇
和
島
バ
ス
城
辺
停
留
所
付
近
）

「
海
街
道
を
ゆ
く
」
８
月
21
日（
日
）

場
所　

僧
都
川
河
口

（
南
レ
ク
御
荘
公
園
横
）

「
山
街
道
を
ゆ
く
」
９
月
10
日（
土
）

場
所　

山
出 

棚
田
周
辺

※
灯
籠
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
街
道
灯
籠
祭

り
愛
南
実
行
委
員
会
（
プ
ラ
ザ
じ
ょ

う
へ
ん
内
℡
７
３
―

２
２
８
８
）
ま

で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
等

工
事
費
用
を
補
助
し
ま
す
！

◆
建
設
課
か
ら

家
の
ま
わ
り
の
危
険
箇
所
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
！

◆
建
設
課
か
ら

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」受
講
者
募
集
！

◆
高
齢
者
支
援
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

補
助
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
税
等
を

滞
納
し
て
い
な
い
方
で
、
補
助
を
受

け
よ
う
と
す
る
工
事
が
他
の
補
助
制

度
と
重
複
し
て
受
け
て
い
な
い
方

補
助
対
象
住
宅

　

持
ち
家
（
親
又
は
子
の
住
宅
含

む
）
の
新
築
及
び
増
改
築
工
事
や
リ

フ
ォ
ー
ム
等
工
事
を
行
う
住
宅

　

・
店
舗
等
併
用
住
宅
の
場
合
は
、

延
べ
面
積
の
1/2
以
上
が
居
住
部
分

で
、
居
住
以
外
の
部
分
が
50
㎡
を

超
え
な
い
住
宅

　

・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
共
同
住
宅
に

つ
い
て
は
、
居
住
の
用
に
供
す
る

専
有
部
分

補
助
対
象
工
事

　

住
宅
に
係
る
50
万
円
以
上
の
工
事

で
、
町
内
に
事
業
所
（
支
店
）
を
有

す
る
建
築
業
者
等
が
施
工
す
る
工
事

補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
工
事
の
１
／
10
に
相
当

す
る
額
で
、
上
限
20
万
円

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
で
、
予

定
予
算
に
到
達
次
第
受
付
終
了
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間

　

８
月
１
日
か
ら
随
時
受
付

　

申
請
書
は
本
庁
建
設
課
に
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
愛
南
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
績
報
告
書
提
出
期
限

　

平
成
24
年
３
月
31
日

問
合
せ

　

建
設
課（
℡
７
２
―

７
３
１
３
）

　

一
瞬
に
し
て
人
命
や
財
産
を
奪
う

　

平
成
18
年
か
ら
全
国
で
、
み
ん
な

で
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
を
支

え
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を

つ
く
っ
て
い
く
運
動
「
認
知
症
を
知

り
地
域
を
つ
く
る
10
か
年
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
中
で
す
。

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
適
切

な
対
応
や
ち
ょ
っ
と
し
た
地
域
の
方

の
支
援
が
あ
る
だ
け
で
、
認
知
症
の

方
や
そ
の
家
族
は
、
住
み
慣
れ
た
場

所
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
愛
南
町
で
も
、
認
知
症
の
方

の
杖
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
自
分
に
で

き
る
ち
ょ
っ
と
し
た
支
援
が
、
認
知

症
の
方
に
と
っ
て
は
大
き
な
支
え
に

な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
支
え
合
え
る

町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、サ
ポ
ー
タ
ー

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

対
象
者

　

個
人
（
３
名
以
上
の
受
講
希
望
者

が
集
ま
れ
ば
開
催
可
）
や
団
体
・
職

場
・
学
校
等
、
気
の
合
う
仲
間
同
士

で
の
受
講
や
職
員
研
修
、
総
合
学
習

の
一
貫
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

受
講
時
間　

60
〜
90
分
程
度

受
講
料　

無
料

そ
の
他

　

受
講
修
了
時
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
と
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
を
お
渡
し
し
ま
す
。
講
座
の
日
程

等
に
つ
い
て
は
、
ご
要
望
に
合
わ
せ

て
調
整
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
事
務
局（
内

海
支
所
内 

℡
８
５
―

０
３
１
１
）

土
砂
災
害
。
土
石
流
、
地
す
べ
り
、

が
け
崩
れ
な
ど
、
土
砂
災
害
の
ほ
と

ん
ど
は
長
雨
や
大
雨
が
引
き
金
と

な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　

県
で
は
「
日
頃
の
備
え
」
と
し

て
、
防
災
情
報
の
把
握
の
た
め
土
砂

災
害
危
険
箇
所
を
掲
載
し
た
「
土
砂

災
害
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
土
砂
災
害
危
険
箇
所

マ
ッ
プ
は
、
役
場
本
庁
、
各
支
所
、

各
公
民
館
、
愛
南
土
木
事
務
所
あ
る

い
は
愛
媛
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

　

も
し
も
の
時
に
備
え
、
わ
た
し
た

ち
の
家
の
ま
わ
り
の
危
険
箇
所
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

建
設
課（
℡
７
２
―

７
３
１
３
）
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７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」強
調
月
間
で
す
！

◆
町
民
課
か
ら

公
園
の
土
地
を

利
用
し
ま
せ
ん
か
！

◆
南
予
地
方
局
か
ら

サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

７
月
の

強
調
月
間

で
は
広
報

パ
レ
ー
ド

や
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
、

学
習
会
な

ど
各
種
啓

発
活
動
を

予
定
し
て

い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
第
60
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

　
　
　
　

運
動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

昨
年
度
実
施
し
た
第
60
回
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
次
の
と
お
り
受
賞
者
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
部

　
　

愛
媛
県
推
進
委
員
会

　
　

委
員
長
表
彰

　
　

鈴　

木　

耀て
る　

野の

　
　
　

城
辺
小
６
年

　
　
　
　

現
城
辺
中
１
年

　
　

松
山
保
護
観
察

　
　

所
長
表
彰

　
　

本　

多　

咲さ　

稀き

　
　
　

久
良
小
５
年

　
　
　
　

現
久
良
小
６
年

　

中
学
生
の
部

　
　

松
山
保
護
観
察

　
　

所
長
表
彰

　
　

木　

田　

佳け
い　

介す
け

　
　
　

城
辺
中
３
年

　
　
　
　

現
南
宇
和
高
１
年

　

愛
媛
県
で
は
、南
レ
ク
公
園
利
用
者

の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

民
間
事
業
者
の
方
々
と
協
力
し
て
南

レ
ク
公
園
を
整
備
す
る
「
南
レ
ク
公

園
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

県
の
役
割

・
用
地
の
無
償
貸
与

・
事
業
費
の
補
助
金
支
援

（
上
限
３
百
万
円
、
補
助
率
50
％
）

・
関
係
機
関
と
の
調
整

民
間
事
業
者
の
方
の
役
割

・
事
業
計
画
の
策
定

（
事
業
内
容
、
資
金
計
画
、
経
営

計
画
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
）

主
な
募
集
対
象
エ
リ
ア

①
２
号
公
園

　

（
宇
和
島
市
津
島
町
国
永
）

　
　

山
林
（
面
積
54
・
４
ha
）

②
４
号
公
園

　

（
宇
和
島
市
津
島
町
近
家) 

　
　

雑
種
地(

面
積
６
・
１
ha
）

③
７
号
公
園

　

（
愛
南
町
御
荘
和
口
）

　
　

山
林(

面
積
71
・
６
ha
）

募
集
対
象
事
業
例　

花
畑
、
観
光
農

園
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
牧
場
、
小
動
物
園
、

し
い
た
け
園
、
風
車
、
太
陽
光
発
電
等

※
詳
し
く
は
、
南
予
地
方
局
建
設
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.p
ref.

ehim
e.jp/nan5

4
1
4
1
/nankenkikaku/

toppage1
.htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

南
予
地
方
局　

建
設
企
画
課

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
）

　

皆
さ
ん
が
自
然
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
今
年
度

も
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
２
０
１
１
（
７
月
〜
９
月
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
・
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
課
で
配
付
し
て
い
る
サ

マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
ブ
ッ

ク
等
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
気
に
な
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
見
つ
け
た
ら
、
そ

の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

自
分
の
意
志
で
、
無
理
せ
ず
、
楽
し

く
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
！

　

詳
し
く
は
、
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
（http://nv.pref.ehim

e.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

相
談
窓
口（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

　

愛
媛
県
県
民
活
動
推
進
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
０
５
）
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
長

寿
医
療
制
度
）に
つ
い
て
！

◆
町
民
課
か
ら

一
人
当
り
の 

保
険
料（
年
額
）

均
等
割
額
４
１
，２
２
７
円

所
得
割
額

基
礎
控
除（
33
万
円
）後
の
前
年
の

総
所
得
金
額
等
×
７
・
84
％

＝＋

介
護
保
険 

地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
公
募

に
つ
い
て
！

◆
高
齢
者
支
援
課
か
ら

■
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
（
水

色
）
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日

（
日
）ま
で
で
す
。
８
月
１
日（
月
）か

ら
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
（
オ

リ
ー
ブ
色
）
に
変
わ
り
ま
す
。

対
象
者

・
75
歳
以
上
の
方

・
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
、
一
定
の

障
害
が
あ
る
方
（
本
人
の
申
請
に
基

づ
き
、
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
方
）

一
部
負
担
割
合　

１
割
又
は
３
割 

※
平
成
22
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て
決

定
し
ま
す
。

交
付
時
期 

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
直
前
に
な
っ

て
も
届
か
な
い
場
合
や
不
明
な
点
が

あ
る
場
合
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
８
月
以
降
新
た
に
75
歳
と
な
る

方
の
被
保
険
者
証
は
、
誕
生
日
の
前

月
に
郵
送
し
ま
す
。
新
し
い
被
保
険

者
証
が
届
い
た
ら
、
住
所
・
氏
名
や

一
部
負
担
割
合
な
ど
を
必
ず
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証

　

入
院
時
に
使
用
す
る
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

も
、
７
月
31
日
が
有
効
期
限
で
す
。

現
在
保
有
し
て
い
て
次
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
方
は
、
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
被
保
険
者
証
と
一
緒

に
お
送
り
し
ま
す
。
新
規
に
交
付
が

必
要
な
場
合
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
要
件

①
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
方

②
平
成
23
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税

の
世
帯

■
保
険
料
通
知
書
の
送
付

　

平
成
23
年
度
の
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま

す
。
保
険
料
は
、
一
人
ひ
と
り
に
等

し
く
か
か
る
「
均
等
割
額
」
と
、
所

得
に
応
じ
た
「
所
得
割
額
」
の
合
計

額
で
す
。
平
成
23
年
度
の
均
等
割
額

や
所
得
割
率
（
７
・
84
％
）
は
平
成
22

年
度
と
同
じ
で
す
。

・
10
円
未
満
切
り
捨
て
で
、
限
度
額

は
50
万
円
で
す
。

・
世
帯
の
所
得
に
応
じ
、
均
等
割
額

の
９
割
・
8.5
割
・
５
割
・
２
割
が
軽

減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
所
得
割
額
を
負
担
す
る
人
の
う

ち
、
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等

が
58
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
割
額

が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
制
度
に
加
入
す
る
前
日
ま
で
、
会

社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者

だ
っ
た
人
は
、
所
得
割
額
が
か
か
ら

ず
、
均
等
割
額
も
９
割
軽
減
さ
れ
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
被
保
険
者
証
と
一
緒

に
お
送
り
す
る
「
制
度
の
ご
あ
ん
な

い
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
） 

　

税
務
課（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）

　

愛
南
町
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
送

れ
る
よ
う
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
事
業

者
を
指
定
す
る
事
前
段
階
と
し
て
、

指
定
予
定
の
事
業
者
を
公
正
に
選
定

す
る
た
め
今
回
公
募
を
行
い
ま
す
。

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
公

募
要
領
」
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
高

齢
者
支
援
課（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）

ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

公
募
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

種
類　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス（
介
護
予
防
含
む
）

開
設
地
域　

西
海
地
域

整
備
数　

１
か
所

開
設
予
定
年
度　

平
成
23
年
度
中

公
募
受
付
期
間　

７
月
１
日（
金
）

〜
７
月
29
日（
金
）

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課

（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）
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「
船
舶
職
員
養
成
講
習
」の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
！

◆
水
産
課
か
ら

高
齢
者
安
全
・
安
心
サ
ポ
ー

タ
ー
が
あ
な
た
の
お
宅
を
訪

問
し
ま
す
！

◆
愛
南
警
察
署
か
ら

　

船
舶
職
員
（
船
長
、
航
海
士
、
機

関
長
、
機
関
士
等
）
に
関
す
る
「
海

　　　　　区分

項目

船舶職員養成講習

（4、5級海技士）

申込期間 7月1日（金）～9月16日（金）

講習期間
9月30日（金）～11月28日（月）

※国家試験11月29日（火）～12月3日（土）

講習場所 西海町民会館

対象者 雇用船員、船員保険任意継続加入者及び離職船員

定員 航海科25名、機関科25名

受講料
無料（ただし、交通費、食費、宿泊費、教科書代及

び受験費用等は個人負担）

事前に提出する

書類

①受講申込書（愛南町提出用）

②訓練受講申込書（SECOJ提出用）

③船員手帳の履歴の写し及び乗船履歴証明の写し

（必要に応じて）

講習開始時に持

参するもの

①住民票（本籍地記載のもの）２通

②船員手帳

③海技免状（保持者のみ）

④乗船履歴証明（必要に応じて）

⑤写真（６か月以内に撮影した無帽かつ正面上半身

無背景のもので縦３㎝×横３㎝、スピード写真は

不可で裏面に氏名及び生年月日を記載)航海科９

枚、機関科７枚

⑥印鑑

⑦受講決定通知書（SECOJから送付されたもの）

⑧船員保険被保険者証（雇用船員、船員保険任意継

続加入者のみ）

⑨受講指示書（離職船員で職安から受講指示書が出

ている方のみ）

実施機関 ㈶日本船員福利雇用促進センター（SECOJ）

技
免
許
」
の
取
得
の
た
め
、
免
許
講

習
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
た

だ
し
、
受
講
者
が
少
な
い
場
合
は
、

中
止
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
水
産

課
（
℡
７
２
―

７
３
１
２
）
ま
で
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
募
集
の
詳
細
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
や
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
の
犯
罪
被
害
を
防
止
す
る

た
め
に
、
愛
媛
県
警
が
委
託
し
た
サ

ポ
ー
タ
ー
が
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問

し
、
事
故
防
止
に
つ
い
て
な
ど
の
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
期
間　

６
月
１
日
〜
11
月
25
日

そ
の
他

　

安
全
・
安
心
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
黄

色
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
「
安
全
・
安

心
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
記
載
さ
れ
た
帽

子
を
着
用
し
、
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。
安
全
・
安
心
サ
ポ
ー

タ
ー
が
、
金
銭
等
を
請
求
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
か
し
い
と
思
わ

れ
た
方
は
、
愛
媛
県
警
本
部
又
は
愛

南
警
察
署
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

愛
媛
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

（
℡
０
８
９
―

９
３
４
―

０
１
１
０
）

　

愛
南
警
察
署（

℡
７
２
―

０
１
１
０
）
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食
改
さ
ん
の

愛
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
②
！

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

　

６
月
号
に
続
き
、
昨
年
12
月
に
開

催
し
た
食
育
推
進
大
会
の
地
場
産
料

理
試
食
会
に
お
い
て
、
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
が
提
供
し
た
料
理
の
中

か
ら
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
レ
シ
ピ

を
紹
介
し
ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
は
、

保
健
福
祉
課
が
主
催
す
る
「
子
ど
も

の
食
育
教
室
」
で
、
調
理
実
習
の
講

師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
行
う
な
ど
、子
ど

も
達
に
食
生
活
の
大
切
さ
を
伝
え
る

た
め
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

愛
な
ん
食
育
推
進

第
15
回

〈
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〉

学
校
給
食

：

愛
南
○
○
カ
レ
ー

　

７
月
は
、
19
日
に
「
愛
南
夏
野

菜
カ
レ
ー
」
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

栄養価（1人分）
エネルギー　158㎉
たんぱく質　11.0ｇ
脂質　　　　  9.2ｇ

作り方
①水菜は食べやすい大きさに、きゅうり・
にんじんは細めのせん切りにする。乾燥わ
かめは水で戻しておく。トマトは適当な大
きさに切っておく。
②鍋に湯を沸かし、沸騰したら豚肉を入れ
茹でる。火が通ったら豚肉を取り出し、氷
水の中に入れ冷ましておく。
③器に水菜を盛り、豚肉、きゅうり・にんじ
ん・トマト、わかめを彩りよく盛り付ける。
④③に玉ねぎドレッシング（下記参照）を
かける。
【ドレッシングの作り方】
①玉ねぎとしょうがは、それぞれすりおろ
しておく。
②酢・砂糖・しょうゆをよく混ぜ、①を加
え、最後にサラダ油を加える。
③塩・こしょうで味を調え、好みですりご
まを加える。

材料（４人分）
豚肉薄切り　　　200g
水菜　　　　　　100g
きゅうり　　　　  50g（1/2本）
にんじん　　　　  30g（1/3本）
乾燥わかめ　　　4g
トマト　　　　　1/2個
〈玉ねぎドレッシング〉
玉ねぎ　　　　　100g
酢　　　　　　　大さじ3
砂糖　　　　　　大さじ2
濃い口しょうゆ　大さじ3
サラダ油　　　　大さじ1 
しょうが　　　　適宜
すりごま　　　　適宜
塩・こしょう　　適宜

主食：豚冷しゃぶ　～玉ねぎドレッシング～ 

使用している愛南産農水産物 愛南町では、3軒の畜産農家が3～4千頭の豚を
飼育しています。体色が白く、繁殖性の優れた
ランドレース種や大ヨークシャー種、脂が入り
やすく、肉が柔らかいのが特徴のデュロック種
を掛け合わせた三元交配豚を飼育しています。

豚　肉

栄養価（1個分）
エネルギー　104㎉
たんぱく質　3.0ｇ
脂質　　　  0.5ｇ

作り方
①もち米はといで、１時間程度水につけて
おく。
②サツマイモは皮をむいて薄切りにし、水
にさらしておく。
③炊飯器に水気を切ったもち米を入れ炊飯
器の３カップの位置まで水を加える。サツ
マイモ、塩を加えて、炊く。
④あんを25等分し、丸めておく。
⑤炊き上がったら、サツマイモをつぶしな
がらご飯とよく混ぜ合わせる。
⑥⑤を25等分し、④のあんを包み、丸く形
を整える。
⑦⑥にきな粉をまぶす。

材料（25個分）
もち米　　　3カップ
　　　　　　（1カップ180㎖）
サツマイモ　300g
あん　　　　400g
きな粉　　　適宜
塩　　　　　小さじ1.5（7.5g）

デザート：はがま餅

使用している愛南産農水産物 愛南町では、ヒメノモチやクレナイモチという
品種のもち米を約100トン生産しています。普
段食べるお米に比べ粘り成分の強いでんぷんが
多く含まれており、粘りとコシが強いので、お
餅や和菓子など加工用として利用されることが
多いお米です。

もち米
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７
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

ご
存
知
で
す
か
？

　

障
害
基
礎
年
金
！

◆
町
民
課
か
ら

愛
南
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
案
の

縦
覧
！

◆
建
設
課
か
ら

　

６
日
・
13
日
・
20
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

８
月
の
引
取
日
は
、

　

３
日
・
10
日
・
17
日
・
31
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て

環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
ま
で
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い

犬
・
飼
い
ね
こ
の
場
合
は
、
有
料（
愛

媛
県
収
入
証
紙
が
必
要
）で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

　

国
民
年
金
の
加
入
中
な
ど
に
初
診

日
が
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
害

の
状
態
に
な
っ
た
と
き
、
障
害
認
定

日
（
初
診
日
か
ら
１
年
６
か
月
を
経

過
し
た
日
又
は
そ
の
期
間
内
に
症
状

が
固
定
し
た
日
）
に
お
い
て
、
障
害

等
級
の
１
級
又
は
２
級
に
該
当
し
た

場
合
（
国
民
年
金
法
施
行
令
の
障
害

等
級
表
に
よ
る
）
は
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
国
内
に
住

ん
で
い
る
間
に
初
診
日
が
あ
れ
ば
、

加
入
を
や
め
た
後
の
病
気
・
け
が
に

よ
る
も
の
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
初
診
日
の
前
日
に
お
い

て
、
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保

険
料
納
付
済
期
間
と
免
除
期
間
（
若

年
者
納
付
猶
予
期
間
・
学
生
納
付
特

例
期
間
を
含
む
）
を
合
わ
せ
た
期
間

が
３
分
の
２
以
上
必
要
と
な
り
ま
す

（
初
診
日
が
平
成
28
年
３
月
31
日
以

前
に
あ
る
と
き
は
、
特
例
と
し
て
初

診
日
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年

間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
け
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
）。
初
診

日
の
後
に
保
険
料
を
納
め
た
と
し
て

も
、
資
格
要
件
を
満
た
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
と
障

害
者
年
金
は
ま
っ
た
く
の
別
物
で
、

手
帳
の
交
付
が
な
く
て
も
障
害
年
金

が
受
給
で
き
る
方
も
い
ま
す
の
で
、

初
診
日
等
を
確
認
の
う
え
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
20
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る

病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
方
は
、
障
害
等
級
の
１

級
又
は
２
級
（
国
民
年
金
法
施
行
令

の
障
害
等
級
表
に
よ
る
）
に
該
当
す

れ
ば
20
歳
か
ら
（
障
害
認
定
日
が
20

歳
以
後
の
場
合
は
、
認
定
日
か
ら
）

受
給
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場

合
、
本
人
に
一
定
額
以
上
の
所
得
や

他
年
金
の
受
給
が
あ
る
場
合
、
支
給

が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
宇
和
島
年
金
事
務
所

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９
）、

又
は
町
民
課
年
金
係
（
℡
７
２
―

７
３

０
０
）
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
７
月
20
日（
水
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　

愛
媛
県
で
は
、
愛
南
町
独
自
の
都

市
計
画
区
域
（
愛
南
都
市
計
画
区

域
）
を
対
象
に
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
「
愛
南
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）」
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
、
次
の
と
お
り
案
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

７
月
12
日（
火
）

〜
７
月
26
日（
火
）

※
縦
覧
期
間
中
、
案
に
つ
い
て
の
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

縦
覧
場
所

　

愛
媛
県
都
市
計
画
課
及
び
愛
南
町

建
設
課

問
合
せ
・
意
見
書
提
出
先

　

愛
媛
県
都
市
計
画
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
７
３
８
）

　

建
設
課（
℡
７
２
―

７
３
１
３
）
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７月の保健事業のお知らせ
「
認
知
症
学
習
会
」の

お
知
ら
せ
！

◆
高
齢
者
支
援
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

平
成
23
年
度
認
知
症
学
習
会
を
、

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
認
知
症

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
、
認
知

各種健（検）診
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

特定健診・肺
大腸・前立腺
肝炎検査

  1日 金 長崎集会所
９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

  4日 月 御荘菊川農村研修センター
９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

  7日 木
東海公民館 ９：３０～１０：３０

中玉分館 １３：３０～１４：３０

12日 火
上大道集会所 ９：３０～１０：３０

満倉集会所 １３：３０～１４：３０

13日 水
深泥集会所 ９：３０～１０：３０

赤水公民館 １３：３０～１４：３０

26日 火 内海保健センター
９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

27日 水 城辺保健福祉センター
９：３０～１１：００

１３：３０～１４：３０

28日 木 城辺保健福祉センター
９：３０～１１：００

１３：３０～１４：３０

特定健診・肺
胃・大腸・前立腺
肝炎検査

  1日 金 正木集会所 ８：００～１１：００

11日 月 魚神山農協 ８：００～１０：３０

12日 火 えひめ南農協魚神山出張所 ８：００～１０：３０

14日 木

緑基幹集落センター ８：００～１０：３０

福浦公民館
８：００～１０：３０

１３：３０～１４：３０

15日 金 緑基幹集落センター ８：００～１０：３０

20日 水 一本松保健センター ８：００～１１：３０

胃がん検診

19日 火 御荘菊川農村研修センター ７：００～８：３０

20日 水 御荘文化センター ７：００～８：３０

22日 金 中浦交流館 ７：００～８：３０

25日 月 一本松保健センター ７：００～８：３０

27日 水 御荘文化センター ７：００～８：３０

28日 木 赤水公民館 ７：００～８：３０

29日 金 一本松保健センター ７：００～８：３０

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

25日 月 魚神山老人福祉センター １３：００～１４：００

※特定健診を希望される方は、ご加入の医療保険から発行された特定健診受診券と健康保
険証をお持ちください

乳幼児健康診査
内　容 日 曜日 場　所 対象年齢

乳児健診   5日 火
城辺保健福祉センター

H２２年１２月１日～Ｈ２３年１月３１日生

５歳児健診 26日 火 H１８年４月１日～５月３１日生

育児相談
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

育児相談
13日 水

内海保健センター ９：３０～１１：３０

すくすく相談 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

みるく広場 15日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００

うみのこ広場 21日 木 西海支所２階親子ふれあい交流室 ９：３０～１１：３０

みなみっ子 25日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 日 曜日 場　所 時　　間

乳児栄養相談
「もぐもぐ教室」

22日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

病態栄養相談 29日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

症
状
の
出
て
い
る
方
へ
の
接
し
方
な

ど
に
つ
い
て
、
御
荘
病
院 

長
野
敏と

し

宏ひ
ろ

先
生
に
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
愛
南
町
に
お
い
て
も
、
認
知
症

の
患
者
数
は
徐
々
に
増
え
て
お
り
、

も
は
や
誰
に
と
っ
て
も
「
ひ
と
ご

と
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
程

日　

時

時　

間

会　

場

７
月
10
日（
日
）

14
時
〜
15
時
30
分

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

10
月
中
旬（
未
定
）

午
後（
未
定
）

満
倉
集
会
所

12
月
上
旬（
未
定
）

午
後（
未
定
）

深
浦
公
民
館

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）
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税
務
課
等
か
ら
！

７
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

７・８月行事予定表

第１日曜日   3日 浜口医院 城 辺 甲 ☎72-0038

第２日曜日 10日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第３日曜日 17日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

海　の　日 18日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第４日曜日 24日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

第５日曜日 31日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

７月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

固

定

資

産

税

2期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

2期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

1期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

7/27

8/29

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

7/25

8/25

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

7/21

8/23

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

7/19

8/19

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

7/15

8/17

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

7/13

8/11

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

7/11

8/9

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

7/7

8/5

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

7/5

8/3

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

7/1

8/1

７、８月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

７月
2 土 15：00～20：00 DE・あ・い・七夕祭り DE・あ・い・21

3 日
8：30～16：00

第21回南レク
グランドゴルフ愛媛大会

南レク3号
城辺球場

9：00～16：00
第11回4人制
ソフトバレーボール大会

Ｂ＆Ｇ海洋
センター体育館

4 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

9 土 10：00～16：30
第10回Ｂ＆Ｇ会長賞四国
西南地区水泳競技会

Ｂ＆Ｇ海洋
センタープール

11 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

13 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館他

16 土 13：00～15：00 暴力追放ＪＵＭＩＮ大会 御荘文化センター

17 日 18：00～21：30 一本松夏まつり 一本松地区周辺

22 金 8：50～14：30
第5回南宇和郡
小学校水泳競技大会

城辺小学校
プール

23 土
9：00～17：00

愛南サッカーフェスティバル
2011【小学生の部】

南レク3号
城辺多目的広場

9：30～16：30
須ノ川公園
スノーケリング体験ツアー

須ノ川公園周辺

24 日 9：00～17：00
愛南サッカーフェスティバル
2011【小学生の部】

南レク3号
城辺多目的広場

30 土 10：00～16：00
愛南サッカーフェスティバル
2011【中学生の部】

南レク3号
城辺多目的広場

31 日

9：00～15：00
愛南サッカーフェスティバル
2011【中学生の部】

南レク3号
城辺多目的広場

10：00～15：00
愛南サッカーフェスティバル
2011【小学生女子の部】

南レク3号
城辺多目的広場

9：00～17：00
第54回愛媛県下
三地区剣道優勝大会

一本松交流
促進センター

８月
1 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

4 木 18：00～ 御荘病院夏祭り 御荘病院前

5 金 11：30～17：00
愛南サッカーフェスティバル
2011【高校生の部】

南レク3号
城辺球場

6 土
9：00～17：00

愛南サッカーフェスティバル
2011【高校生の部】

南レク3号
城辺球場

9：30～16：30
須ノ川公園
スノーケリング体験ツアー

須ノ川公園周辺

7 日

9：00～15：00
愛南サッカーフェスティバル
2011【高校生の部】

南レク3号
城辺球場

8：30～17：00
第28回四国西南地区

少年剣道大会
一本松交流
促進センター

14：00～15：30 人形劇じごくのそうべえ 御荘文化センター
10 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館他

20 土
9：00～12：00

第7回愛南町スポーツ
少年大会　相撲競技

御荘Ｂ＆Ｇ
相撲場

18：00～22：00 愛南町 城辺夏祭り 城辺商店街

21 日
9：00～17：00

第39回四国王座軟式野球
決定戦　南宇和支部予選

南レク3号
城辺球場

18：00～22：00 愛南町 御荘夏祭り 御荘商店街周辺

愛いっぱい愛南産直市
８月２日（火）～８日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　松山三越

■7月  5日（火）～7月13日（水） 高齢者趣味の作品展
■7月16日（土）～7月24日（日） サクラ草押花作品展
■7月30日（土）～8月  8日（月） 

清家義隆創作木工工芸展  
時間　8：30～19：00　場所　DE・あ・い・21


